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＜ ４ 歳 の 指 導 課 題 の 例 ＞

＜指導年齢４歳の指導課題＞

基 献立によって，はし，フォークなどを使い分けることがで 暮 お金にはいろいろな種類があることがわかる

本 きる ら お金が大切なものであることがわかる

的 手洗いの動作が正しくできる し 銀行や郵便局のことを知っている

生 手洗いの意味が分かる の 三度の食事を規則正しくとることができる

活 テーブルを拭くことができる（食事－後片付け） 技 規則正しく睡眠を取ることができる

習 家族みんなにあいさつができる（両親にはおやすみなさい， 術 疲れたときは早く寝ることができる

慣 兄弟にはおやすみ） エアコンのスイッチを入れることができる （暑さ，寒さを判

チャックのとめはずしができる（排泄－排尿＜男子＞） 断）

トイレットペーパーを適量使うことができる（排泄－排便） 休日とそうでない日の区別ができる

指示されなくても手を洗うことができる（排泄－手洗い） 正月や水泳の季節がわかる

洗った後，ハンカチで拭くことができる（排泄－手洗い） 自分で傘をさすことができる

石けんを使って洗うことができる（排泄－手洗い） 遊んだりせず歩くことができる

ボタンのとめはずしが一人でできる 遠足など集団での歩行ができる

表・裏，前・後をまちがわずに衣服を着ることができる 歩道があるところは，歩道を歩くことができる

一人で適当な衣服を着ることができる 交通量のほとんどない道路を横断することができる

立ったまま衣服を着ることができる 信号のある道路を横断できる

ワイシャツ，上着をズボンの中に入れることができる 横断歩道がわかる

チャックやホックのついた衣服を着ることができる 補助車がついた自転車に乗ることができる

ひもやボタンのついた衣服を脱ぐことができる 一人で近所に遊びに行くことができる

指示されなくても靴の左右がわかる 応答し，取り次ぐことができる （電話－受信）

汚れた手足を石けんで洗うことができる 番号を言えば，プッシュホンの番号を押すことができる

汚れた手足をきれいに洗い，拭くことができる 友だちと電話で話すことができる

自分で髪をとくことができる みんなのテーブルにはしを置くことができる

ハンカチの用途がわかる ビデオデッキを使うことができる（再生）

ほころびを知らせ，繕ってもらうことができる 学校の友だちと家の中で遊ぶことができる

紙くずをところかまわず捨てない 学校の友だちと外で交流ができる

テレビ番組を自分で選んで視聴できる 大人が一緒なら，障害のない子どもと交流ができる

集 いろいろな遊具を使って遊ぶことができる 近所の障害のない子どもと楽しく交流ができる

団 ぞうきんを使うことができる 形，色，大きさなどで分類することができる

参 ほうきを使うことができる ３までの概念が理解できる

加 ほんの少しの時間なら，一人で留守番ができる 身近にある具体物を数えることができる

電話の取り次ぎができる 丸，四角，三角の形を書くことができる

指示をすれば，ごく簡単な役割を遂行できる 簡単な指示や説明を聞いて，できるだけその通り行動できる

指示があれば参加できる 簡単な伝言や要望などを言うことができる

計画は立てられないが，計画に従うことはできる 必要なとき助けを求めることができる

順番を守って，乗り物の乗り降りができる ロッカーや靴箱に書いてある自分の名前を読むことができる

指示があれば，それに従って行動できる 物を力いっぱい投げることができる

乱暴に扱ったり，壊したりしない 職 物を力いっぱい引っ張ることができる

順番を守って使うことができる 業 かがんだ姿勢でじっとしていることができる

指示されたら，一人で自分で使った物を後片付けできる 意 簡易な立ち作業で１時間程度働ける

用具を勝手に持ち出さない 識 得意な作業や興味のある作業なら意欲的にできる

指示すれば，「貸してください」が言える 明るい（職業態度－協調性）

壊れているかいないかがわかる 周りの人と協調できる

川など危険なところへ一人で行くことはない

勝手に機械に触らない 「指導年齢がわかる自立と社

指示すれば，簡単な機械のスイッチを入れることができる 会参加を実現する個別の指導

道路へ急に飛び出したりしない プログラム」上岡一世 著より

道路で遊んではいけないことがわかる （明治図書）

歩道と車道の区別がわかる ＊2歳から12歳までの指導課題が

横断歩道を渡るときは車が止まってから渡ることができる まとめられており，発達年齢に

目上の人と話をすることができる そった指導内容を考える上で参

人の物はやたら触ったり，使ったりしない 考になります。

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

【資料１】
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＜キャリア教育啓発リーフレット（保護者用）＞

2ページ目 ３ページ目

＜活用例＞

＜ダウンロードアドレス＞

【資料１・２】４歳の指導課題，キャリア教育啓発リーフレット

【資料２】

4 ペ ー ジ 目

表紙(1ページ目)
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＜障害のある子のPATH を考えよう！＞

＜ステップ＞

１．その子のことをイメージしてみよう．
どんな子だろうか？
何が好きなのか？ 誰が好きなのか？ 得意なことや苦手なことは？
その子のもっている力と力の弱さは何か？

２．グループの中での役割を決めよう．
本人，親，通常学級の先生，特別支援学校の先生，施設の職員，
近所のおばさん，アドボケイト（権利を擁護する人），
サポーター，ボランティア，など。

３．PATH（Planning Alternative Tomorrow with Hope）にトライ．
ＰＡＴＨのステップ
１．幸せの一番星（夢や希望に

ついて語ること）
２．ゴールを設定する・感じる
３．いまに根ざすこと（どこに

私／私たちはいるのか）
４．夢をかなえるために誰を必

要とするのか
５．必要な力（どんな力を増し

たらいいか）
６．近い将来の行動を図示する
７．はじめの一歩を踏み出す

【作成例】花巻養護学校中学部で作成された「SさんのPATH」

「平成16・17年度 岩手県立花巻養護学校研究紀要」より

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

【参考３】
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＜ 家 庭 で で き る お 手 伝 い リ ス ト ＞

朝，カーテンを開ける 商品をカートやかごにいれる
夕方，カーテンを閉める カートを押したり，かごを持つ
暗くなったら電気をつける 指示された商品をもってくる

毎 誰もいない部屋の電気を消す 買 レジに並ぶ
日 新聞を郵便受けから取ってくる い お金を渡す
の 郵便物を取ってくる 物 おつりをもらう
活 牛乳等の日配品を取ってくる 買った商品をふくろに入れる
動 家族を起こす 買った商品を車や家まで運ぶ

日めくりカレンダーをめくる 買った商品を仕分けして片付ける
玄関の靴を並べる 一人で指示された品物を買ってくる
ペットの散歩をする ゴミをひろってゴミ箱に入れる
ペットにえさや水をあげる ゴミ箱のゴミをゴミ袋にまとめる
テーブル（食卓）をふく ゴミを分別する

食 テーブルの上を片付ける 空き缶をつぶす
事 お箸やスプーンなどを配る 本を本棚に入れる
の おかずやご飯を配る 本棚の本をきれいに並べる
準 ご飯を茶碗によそう 掃 ビデオやＣＤ等をケースに入れる
備 おかずをお皿に盛りつける ビデオやＣＤを棚に並べる

牛乳やジュースをコップに注ぐ 棚やテーブルの上をふく
「ごはんだよ」と家族に知らせる 窓をふく
炊飯器のスイッチを入れる 除 物を決められたところにしまう
食洗機のスイッチを入れる 家電（テレビ）等にハンディモップをかける
電子レンジのあたためボタンをおす 人形や小物等を飾る（並べる）
米を磨いで炊飯器で炊く ほうきで掃く
ラップをはずす ちりとりでゴミを集める
食品を袋から出す モップで拭く
パンにバターやジャムをぬる 掃除機をかける
ゆでたジャガイモをつぶす ぞうきんがけをする
レタスなどの野菜や海苔等をちぎる 玄関掃除をする

料 玉子をわる 風呂掃除をする
ゆで玉子のカラをむく 庭先や玄関前を掃く
泡立て器や菜箸で混ぜる 家 庭の草むしりをする
ハンバーグやコロッケのたねをこねる・丸める の 枯れ草や落ち葉を掃除する
「あく」をすくう 外 雪かきをする
ナベをかきまぜる の 花壇に水をやる

理 調味料やドレッシングをかける 手 畑の草取りをする
皮むき器やピーラーで野菜の皮をむく 伝 畑に肥料をまく
タマネギやバナナの皮をむく い 畑の石をひろう
野菜を大きく切る 野菜等の収穫を手伝う
味噌汁や卵焼き等の簡単な料理を作る 農作業を手伝う
食べた後の食器を流しに運ぶ 一緒にあそぶ
自分が食べた食器を洗う 泣いたら親を呼ぶ
食器をすすぐ 弟 着替えを手伝う
洗った食器をふく 妹 絵本を読んであげる
食器を食器棚に入れる の ビデオ等をセットしてあげる
食洗機から食器を取り出す 世 一緒におもちゃを片付ける
お皿等にラップをかける 話 おやつを渡して一緒に食べる
冷蔵庫に食品をしまう 手を引いてあげる（人混みや危険な場所等）
ふきんをあらう 転んだときに起こしてあげる
ふきんをほす 危険なところに行かないように見てあげる
洗濯物を洗濯かごに入れる 回覧板をまわす
ポケットの中のものを取り出す 地域の活動に参加する（清掃・ボランティア）
洗剤を入れる 家族の肩たたきをしたり，もんであげる

洗 洗濯機のスイッチを入れる そ 電話を取り次ぐ
洗濯物をほす の 留守番をする

濯 洗濯物を取り入れる 他 仏壇や神棚に供え物をする
ハンカチやタオルをたたむ 家業を手伝う
服をたたむ 洗車を手伝う
きれいになった洗濯物を仕分けする 靴磨きをする
洗濯物を引き出し等にしまう ゴミ出しをする

【資料３・４】障害のある子のPATHを考えよう！，家庭でできるお手伝いリスト

【資料４】
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＜ 保 護 者 と の 連 携 チ ェ ッ ク リ ス ト ＞

児童生徒名： さん （男・女）

主な支援対象（学校で主に関わる保護者）： 父親 ・ 母親 ・ その他（ ）

保護者・家族の状態や状況に関するチェック（当てはまるものすべてに○） チェック

保護者・ 支援や対応を積極的に求めている

家族の状態 子どもの状態に気付いていない

子どもの状態を受け入れることに拒否的である

精神的な悩みを抱えている

保護者・ 生活に経済面で困難を抱えている

家族の状況 他のきょうだいや，高齢者の介護に追われている

仕事が忙しく生活に余裕がない

家庭での 家での「しつけ」が非常に厳しい

子どもとの 子どもの世話をほとんど行わない

かかわり 家庭内で子育ての方針が異なっている

行って 時々 行っ よく行っ

保護者とのコミュニケーションチェック いない ている ている

（それぞれの番号の箇所に○） １ ２ ３ ４ ５

１ 送迎時に話をする

手 ２ 連絡帳でのやりとりを行う

段 ３ 電話で話をする

・ ４ メールや手紙で伝える

場 ５ 保護者会や授業参観の時に話をする

面 ６ 定期的に相談日を決め個別に話をする

１ 学校（寄宿舎）での子どもの様子全般について話をする

２ 子どもの気になる状態について話をする

内 ３ 子どもに対する学校（寄宿舎）での取組について話をする

４ 子どもに対する家での接し方について話をする

５ 子どもの成長の見通しについて話をする

６ 専門知識・専門機関についての情報を伝える

容 ７ 保護者から子どもの家庭での様子を聞く

８ 保護者の子育てに関する悩みを聞く

９ 保護者の学校（寄宿舎）に対する要望を聞く

１ 保護者とゆったりとした雰囲気の中で話をする

２ 保護者の話を十分に聞く

配 ３ 保護者の思いを受け止める

慮 ４ 保護者が理解しやすいように話をする

・ ５ 否定的なことだけでなく，肯定的なことを交えて話をする

心 ６ 事実をはっきりと伝える

が ７ 保護者を責めない

け ８ 保護者が希望をもてるように接する

９ 父と母の両方と話をする

10 他の保護者の理解を得る

（本郷一夫編著「保育の場における『気になる』子どもの理解と対応」，保護者支援チェックリストを参考に作成）

【実践・資料編】第4部 キャリア教育実践資料

【資料５】



《留意事項》
・子どもの気持ちを否定したり，批判しない ヒント３：カードや写真等を使いながら選択する機会を増やす
・無理に表現させない（その場に参加しているだけでも良い） 行事の事前学習などで，「どこに行きたい？」と言葉
・「○○なんだね」と言葉にして伝える で聞いても，答えられないことが多い。行き先等の
・子どもが書いたもの（プリント）を大切に扱う 写真を多く用意し，「これとこれならどっち？」と「で
・「なぜ」と問い詰めない は，ここではこれとこれのどっちをする？」などと，

考える材料を与える。「どちらもイヤ」という回答も
用意する。

ヒント１：今の気持ちを「表情カード」で伝える
「楽しい」「イライラ」「かなしい」などの気持ちを絵カ ヒント４：ワークシートやプリントを用いる
ードを示して伝えたり，適切な表情を学ぶ。 私の「好きなこと」「イヤなこと」「リラックス法」「や

＊「表情カード」は，当センタ ってみたいこと」等を短い文や単語，または，イラ
ーのコンテンツ集からダウン ストや写真を切り抜いて表現する。
ロードできます。また，市販
されているものもあります。 ヒント５：今の状態を「気持ちのものさし」で表す

出典：いわて教育情報ネットワーク 教育用コンテンツ集 下の図のような数直線上に○をつけさせ，自分の
http://www1.iwate-ed.jp/kakusitu/joho/contents/ed_vod/ 今の気持ちの状態を表現させ

ヒント２：教師が見本を示す る。朝の会や帰りの会等で今
「今日の○○さんの良かったこと」等を教師が話し，自 日の状態や一日の振り返り等
信をつけたり，発表の見本になる。徐々に子ども達が話 に用いてもよい。
せるようにする。
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＜ 自 己 表 現 の 大 切 さ と 指 導 ＞

１ 子どもが安心して自分の心を表現できる環境をつくることが最も大切

子

２ 自己表現していく３つのプロセス

(1) 自分の気持ちにていねいに意識を向ける時間・空間をもつ

(2) 自分を表現する（気持ちや浮かんできたイメージなどを表現する）

(3) 自分や友だちが表現したものを分かち合う

３ 自己表現は機会をとらえて，継続的に，無理せず行う

。

＜自己表現を促すための指導のヒント＞

【参考】「教室で 保健室で 相談室で すぐに使える！とじ込み式自己表現ワークシート 」諸富祥彦監修
「ストレスマネジメント フォキッズ 小学生用」ストレスマネジメント教育実践研究会編

【資料５・６】保護者との連携チェックリスト，自己表現の大切さと指導

【資料６】
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＜ 性 教 育 の 大 切 さ と 指 導 ＞

１ 無知が 一番こわい

２ 性教育 は，組織的，系統的に行う

３ 学部段 階別指導内容（例）

４ 指導に あたっての留意事項

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

【資料７】

小学部低学年 小学部高学年 中学部 高等部

・私の誕生日 ・私たちの誕生日 ・友だちや家族の誕生日 ・生命の誕生
自 ・身近な動物に接す ・身近な動植物を育 ・生命の大切さ ・生命の尊重
分 る てる ・健康で安全な生活
自
身 ・身体の名称 ・大きくなる身体 ・自分の身体の成長に関心をも ・思春期の身体の発育と健康（月
に ・トイレの場所の区 ・トイレ，更衣場所 つ 経の手当てと過ごし方，射精
関 別，利用の仕方 等の区別 ・身体と身辺の清潔 の対応と知識）
す ・身体の清潔 ・身体の清潔 ・思春期の身体の変化 ・清潔と衛生
る
こ ・自分の性別 ・友だちの性別 ・思春期の心の変化 ・思春期の心の変化（性衝動の
と コントロール）

・欲求やストレスの対処
・余暇の利用の仕方

・仲良く遊ぶ ・仲良く活動する ・友だちと協力して活動する ・節度ある異性とのかかわり
・男女の協力 ・異性の尊重と共感

・友だちと仲良く助 ・異性との接し方 ・対人関係の礼儀作法
け合う ・話し方や聞き方などの意思伝

達の方法

・家庭での手伝い ・家族構成を知る ・家族の一員としての役割を身 ・自己の将来
・家庭での手伝い に付ける ・家庭における男女の役割
・集団での役割 ・他者への思いやり ・地域社会における人間関係

・公共施設の利用 ・公共施設の使い方 ・公共施設を利用するマナー ・性被害，加害の防止
に慣れる ・社会のルールを身に付ける ・性犯罪や性の問題行動（性に

・社会のルールに気 ・性被害の防止 関する情報の対処法）
付く

【引用：「性教育の手引き」～盲・ろう・養護学校編～ 東京都教育委員会（平成17年)】
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＜ ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ ＞

【参考】
「特別支援教育 実践ソーシャルス

キルマニュアル」上野一彦，岡田智

著

「ちゃんと人とつきあいたい ～発

達障害や人間関係に悩む人のための

ソーシャルスキルトレーニング ラ

イフステージ別50の実例でわかる」

井澤信三ら編著

【資料７・８】性教育の大切さと指導，ソーシャルスキルトレーニング

【資料８】

＜ ソーシャルスキルトレーニングの流れ ＞

【つまずいてしまう状況と原因のアセスメント】
○日常場面における行動観察のエピソードの収集と整理：「どのような状況」で，「問題となる行動

の例」が生じて，「その行動を遂行した後，周りの人はどのように対応し，本人にとってどのよ
う結果となっているか」という視点

○たとえば，「太郎くんが，学校で掃除の時間に掃除をしていないときに」→「友だちから『掃
しろよ！』と大きな声で注意されると」→「太郎くんは怒ってしまう。周りも怒っている」

【教える行動を選ぶ】
○集められたエピソードを基に，日常場面において遭遇する確率の高いもの
○本人にとっても，周りにとっても，緊急性の高いもの

【状況の把握】
○マンガ・文字・絵・ビデオなどを使用し，視覚的に状況を説明する
○状況について質問し，理解しているかどうかを確認する

【あなたの考え（あなたはどうしたい，どうすべきと考えるのか）の確認】
○本人はどのようにしたいのかを考えてもらう。考えつかないときは，選択肢を用意する

【他の人の考え（他の人の考えでよいと思う考えを取り入れる】
●支援者や参加者からの意見を聞く，書き取る

【良いモデル（見本）・悪いモデル（見本）】
●教える行動によっては，誇張した良いモデルと悪いモデルを示し，どこが良くて

どこを直すべきか話し合う

【実際に練習（行動リハーサル）】
○シミュレーション（状況設定）における練習：ベストと思われる行動を演じてみる

【フィードバック】（支援者または参加者同士）
○現実場面を想定し，振る舞い方の「良かった点」と「直すべき点」を伝える
○ポイント：言語的な側面 →「言い方（ことばづかい）」「話の内容」など

非言語的な側面→「言い方（口調）」「目線」「表情」など

【ビデオフィードバック】
●教える行動によっては，行動リハーサルを録画記録し，それに基づいて参加者は

良かった点・直した方が良い点の話し合いをする

【現実場面での対応】
○周囲の人への理解を図る①賞賛（例：ほめてもらう，ねぎらってもらうなど），②嫌悪的な事柄
の除去（例：本人が嫌な注意の仕方は遠慮してもらう）

○自分の行動を管理できるようなツールを考える（例：手にリングなど適切な行動を思い出す目印
をして，それをみてどうすべきかを思い出す手がかりにする

【引用】「ちゃんと人とつきあいたい」井澤信三ら著より

ソーシャルスキルの指導領域

○集団行動
○セルフコントロール
○仲間関係
○コミュニケーション

グループ構成のチェック項目

１年齢が近い
・本来は同学年がベスト

２遊び，趣味が合う
・活発に動くタイプ，おとなしい，パソコンが好
き，話題など

３知的水準が一致している
４行動，情緒の問題が深刻でない

・不安，混乱，人間不信が強い場合は，グループ
指導は不適
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＜ 実 習 の 評 価 と 巡 回 指 導 の ポ イ ン ト ＞

１ 実 習 の 評 価 に つ い て

(1) 評 価 表 作 成 の 留 意 点

＜評価表を作成する場合の留意点＞

① 実習の目的が明らかになっているか … 体験なのか，移行（就職）を目的とした実習なのか（実習の目的によって，評価表

をわけてもよい）

② 目的に沿った内容になっているか … 移行（就職）を目的とした実習の場合には，家庭等からの通勤や家庭の支援の状況

(持ち物や金銭管理等）も評価の項目に入れる

③ 日常の作業学習の評価との関連性はどうか … 評価項目や文章表現などは，日常の作業学習の評価項目（作業日誌）と同

じであると，関連性や明確になり，本人にもわかりやすい

④ 具体的な作業内容が入っているか … 作業態度や遂行状況等の一般的な評価項目以外に，その業種や仕事に必要な作業内

容についても評価できるように工夫すると，同じ職場で同じ仕事内容を行ったとき

との比較ができたり，本人により具体的な目標をもたせたりすことができる

⑤ 評価者（本人・実習先・保護者等）にとってわかりやすいものになっているか … 評価項目の内容や表現がわかりやすく

なっているか，評価の段階についての基準が明確になっているか，また記入の負担

が大きすぎないかも大切なポイント

⑥ どのように活用するかを明確にする … 実習先から届いた評価表を家族には見せても，本人に見せなかったり十分に説明

しなかったりすることが時々見受けられる。主体はあくまでも本人。本人がわかる

ような評価表を作成し，次の実習や日常の作業学習にどのように活かすかを予め明

確にする

(2)家庭用チェックシートで生活 についても評価する

２ 巡回指導につ いて

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

【資料９】

＜生活・服装チェック表＞

【実習の服装】上 … 白いＴシャツと会社のＹシャツ
下 … スラックス（学校の制服，ジーンズはだめ）
くつ … はき慣れた疲れにくいもので汚れていないもの

＊毎日，出かける前に鏡を見て，服装を確かめよう。
できていたら，○をつけよう。

項 目 9/1 9/2 9/3 9/4

決められた時間に起きましたか

顔を洗いましたか

歯を磨きましたか

朝食は食べましたか

つめは，清潔で短く切ってありますか

白いＴシャツは汚れていませんか

会社のＹシャツに汚れはついていませんか

【参考】「改訂版 より良い現場実習に向けて 実習マニュアル手引書」神奈川県立総合教育センター

＜巡回指導十カ条＞

① 現場実習は，先方の好意により実施できます。十分気を引き締めて望みましょう
② 巡回時の服装はきちんとしましょう
③ 実習先住所・電話番号の確認，道路状況・駐車場の有無を調べるなどの事前準備をして

余裕をもって臨みましょう
④ 約束の10分前以上の訪問や遅刻は先方に失礼です。時間の誤差の少ない交通手段を利

用すると良いでしょう
⑤ 巡回指導の回数・時間は，事前に先方と打合せ，必要最低限で効率よく行い，先方の迷

惑にならないように心がけましょう
⑥ 実習生には，○○ちゃんなどど呼ばずに，社会で通用する呼称をしましょう
⑦ 実習にあたっては，家庭や個人の情報については，必要最低限の提供にとどめましょう

ただし，本人を支援するための方法等については，積極的に助言や依頼をしましょう
⑧ 巡回指導で得た情報は，情報交換の場を設け，学校教職員で共有し，先方とトラブルの

ないようにしましょう
⑨ ビデオや写真の撮影は，事前の許可だけでなく，必ずその場でも許可を受け，実習生以

外は撮らないように配慮しましょう
⑩ 問題が発生したときは，その場で学校へ連絡し，速やかな対応を心がけましょう

【参考】「改訂版 より良い現場実習に向けて 実習マニュアル手引書」神奈川県立総合教育センター
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＜ イ ン リ ア ル ア プ ロ ー チ の 紹 介 ＞

１ 子どもとコミュニケーションを うまく進めるための原則 (Grice,1975「会話の公理」）

２ かかわりの基本姿勢「 SOUL」～大人がとるべき基本姿 勢～

３ 実践のための基本的な技術（言 語心理学的技法）

４ 子どもの意図を読み取ることの 大切さ

【参考】「実践インリアル・アプローチ事例集～豊かなコミュニケーションのために～」竹田契一監修

「コミュニケーション支援の世界 ～発達とインリアルの視点を取り入れて～」坂口しおり著

【資料９・10】実習の評価と巡回指導のポイント，インリアルアプローチの紹介

【資料10】

「S」沈黙（Silence）：子どもの行動を静かに見守る。つまり教師（親）の考え方に子どもを従わせるのではなく，子どもが主導的で
あるように仕向ける。子どものしたい事をみとる

「O」観察（Observation）：子どもの状態を知る。コミュニケーション，気分，体調等もみとる
「U」理解（Understanding）：観察した事柄を今までのその子どもに関する情報に照らし合わせて理解
「L」聞くこと（Listening）：単に耳で聞くだけでなく，子どもに話が通じていることをわからせるように，うなずいたり，身振りや，

ことばで子どもにフィードバックする。子どもが話してきたら，子どもが自分で話し終わったと感じるまで，
ちゃんと聞いてあげることが大切

ミラリング ：子どもの行動をそのまままねる
モニタリング ：子どもの音声やことばをそのまままねる
パラレル・トーク：子どもの行動や気持ちを言語化する
セルフ・トーク ：大人の行動や気持ちを言語化する
リフレクティング：子どもの言い誤りを正しく言い直して聞かせる
エキスパンション：子どものことばを意味的，文法的に広げて返す
モデリング ：子どもが使うべきことばのモデルを示す
＜補足的技法＞
質問 ：質問することで子どもに話すチャンスを与えたり

話題を展開したりする
提案 ：提案することで子どもの文脈に沿って，遊びや話

すすめる

① 子どもの発達レベルに合わせる
② 会話や遊びの主導権を子どもにもたせる
③ 相手が始められるように待ち時間をとる
④ 子どものリズムに合わせる
⑤ ターン・テーキング（やりとり）を行う
⑥ 遊びや会話を共有し，コミュニケーションを楽しむ

【例】子どもが電車やバスなどのミニカーを使って遊んでいました

子ども：大人の方を見てニコニコしながら，「おもちゃを投げ『アッ』
と言う

母親Ａ：「たいくつね。お母さんも一緒に遊ぼうね」
母親Ｂ：「おもちゃを投げたらダメ！」

伝達行為 「おもちゃを投げ『アッ』」

意図行為 こっちを見て（注意喚起）

結果Ａ 子ども：大人が見てかかわってくれる（うれしい，伝わった）
母親Ａ：子どもを見て遊ぶ，遊びに共感する

結果Ｂ 子ども：見てもらえず，叱られる
母親Ｂ：子どもを叱る（子どもの意図に注目していない）



- 77 -

＜引用・参考文献等＞

第１部 キャリア教育を組織的に推進するために

国立特殊教育総合研究所(2005)「知的障害養護学校における職業教育と就労支援に関する研究」

文部科学省(2006)「小学校・中学校・高等学校キャリア教育推進の手引き」

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/06122006.htm

文部科学省(2006)「高等学校におけるキャリア教育の推進に関する調査研究協力者会議 報告書）

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/023/toushin/06122007.htm

文部科学省(2004)「キャリア教育の推進に関わる総合的調査研究協力者会議 報告書」

亀井浩明・鹿嶋研之助(2006)「小中学校のキャリア教育実践プログラム」，ぎょうせい

三村隆男著(2004)「キャリア教育入門」，実業之日本社

吉田辰雄編著(2006)「最新 生徒指導・進路指導論 ガイダンスとキャリア教育の理論と実際」，図書文化

仙崎武(1985)「進路指導の評価の方法」，(財)日本進路指導協会

岩手県立花巻養護学校 平成18年度「学校要覧」

岩手県立前沢養護学校 平成18年度「学校要覧」

第２部 キャリア教育を系統的に行うために

阿部芳久著(2006)「知的障害児の特別支援教育入門 授業とその展開」，日本文化科学社

細村迪夫著(2000)「障害児教育の教育課程」，コレール社

全国特殊学校長会編集(2005)「盲・聾・養護学校における『個別の教育支援計画』ビジュアル版」，ジアース教育新社

文部科学省(1998)「中学校学習指導要領」，国立印刷局

文部省(1995)「作業学習指導の手引き（改訂版）」，東洋館出版

文部省(1994)「日常生活の指導の手引き(改訂版)」，慶應義塾大学出版

岩手県教育委員会(2007)「学校教育指導指針」（小学校・中学校，高等学校，特別支援学校），岩手県教育委員会

吉田辰雄編著(2006)「最新 生徒指導・進路指導論 ガイダンスとキャリア教育の理論と実際」，図書文化

海津亜希子著(2007)「個別の指導計画作成ハンドブック LD等，学習のつまづきへのﾊｲｸｵﾘﾃｨｰな支援」，日本文化科学社

全国知的障害養護学校長会編著(2007)「特別支援教育の未来を拓く 指導事例Navi 知的障害教育 １小学部編」，ジアース教育新社

全国知的障害養護学校長会編著(2007)「特別支援教育の未来を拓く 指導事例Navi 知的障害教育 ２中学部編」，ジアース教育新社

全国知的障害養護学校長会編著(2007)「特別支援教育の未来を拓く 指導事例Navi 知的障害教育 ３高等部編」，ジアース教育新社

愛知県教育センター(2004)「特殊学級（知的障害）教育課程案」，愛知県教育センター

http://www.apec.aichi-c.ed.jp/shoko/tokusyugakkyu/katei.htm

上岡一世著(1990)「指導年齢がわかる 社会自立のための指導プログラム」，明治図書

上岡一世著(2006)「指導年齢がわかる 自立と社会参加を実現する個別の指導プログラム」，明治図書

近藤原理(1995)「段階式 発達に遅れがある子どもの国語 １ ひらがな・単語編 」，学研

近藤原理(1995)「段階式 発達に遅れがある子どもの国語 2 カタカナ・漢字・文章編 」，学研

藤原鴻一郎監修(1995)「段階式 発達に遅れがある子どもの算数・数学 １ 数と計算編」，学研

藤原鴻一郎監修(1995)「段階式 発達に遅れがある子どもの算数・数学 ２ 量と測定編」，学研

飯田 雅子 鉄道弘済会弘済学園(1998)「段階式 発達に遅れがある子どもの日常生活指導 1 食事指導編」，学研

飯田 雅子 鉄道弘済会弘済学園(1998)「段階式 発達に遅れがある子どもの日常生活指導 2 着脱・洗面・入浴編」，学研

飯田 雅子 鉄道弘済会弘済学園(1998)「段階式 発達に遅れがある子どもの日常生活指導 3 排泄指導編」，学研

坂口しおり著(2007)「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」，ジアース教育新社

坂口しおり著(2007)「コミュニケーション支援の世界 発達とインリアルの視点を取り入れて」，ジアース教育新社

厚生労働省(2006)「就労移行支援のためのチェックリスト」http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/08/dl/h0823-1a.pdf

小林芳文ら著(1992)「乳幼児と障害児の感覚運動発達アセスメント マニュアル」，コレール社

津田 望ら監修(1998)「認知・言語促進プログラム NCプログラム」，コレール社

Ｅ・ショプラー著 茨木俊夫訳 (1995)「新訂 自閉症・発達障害児教育診断検査」，川島書店

日本ＡＡＰＥＰ研究会 著(1997)「青年期成人期自閉症教育診断検査」，川島書店

キャリア教育推進ガイドブック「実践・資料編」



- 78 -

太田 昌孝ら編著(1992)「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症のStage別発達課題」，日本文化科学社

津守 真ら著(1961)「津守ー乳幼児精神発達診断法 ０～３歳まで」，大日本図書

三木安正監修(1980)「新版 S-M社会生活能力検査」，日本文化科学社

文部省(1991)「特殊教育諸学校小学部・中学部学習指導要領解説ー養護学校（精神薄弱教育）編」，東洋館出版

第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方

上岡一世著(1994)「就労自立を果たす指導法① 日常生活動作編」，明治図書

上岡一世著(1998)「就労自立を果たす指導法③ 働くことの指導編」，明治図書

一番ヶ瀬康子監修(1998)「知的障害児・者の生活と援助 援助者へのアドバイス 新訂版」，一橋出版

阿部利彦著(2006)「発達障がいを持つ子の『いいところ』応援計画」，ぶどう社

飯田雅子編著(1991)「弘済学園の教材とその活用法 児童期編」，学研

飯田雅子編著(1992)「弘済学園の教材とその活用法 青年期編」，学研

吉田辰雄・篠 翰著(2007）「進路指導・キャリア教育の理論と実践」，日本文化科学社

渡辺三枝子・E.L.ハー著(2001)「キャリアカウンセリング入門 人と仕事の橋渡し」，ナカニシヤ出版

渡辺三枝子編著(2003)「キャリアの心理学 働く人の理解＜発達理論と支援への展望」，ナカニシヤ出版

太田正己著(2003)「名言と名句に学ぶ障害児教育と学級づくり・授業づくり」，黎明書房

上野一彦ら著(2005)「軽度発達障害の心理アセスメント」，日本文化科学社

藤田和弘ら著(2005)「WISC－Ⅲアセスメント事例集」，日本文化科学社

松原達哉編著(2002)「第4版 心理テスト法入門」，日本文化科学社

藤田和弘ら著(1998)「特殊学級・養護学校用 長所活用型指導で子どもが変わる」，図書文化社

第４部 キャリア教育実践資料

梅永雄二著(2002)「LD（学習障害）の人の就労ハンドブック」，エンパワメント研究所

柘植雅義ら著(2007)「発達障害の子を育てる家族への支援」，金子書房

松為信雄ら編集(2006)「職業リハビリテーション学 ［改訂第２版］キャリア発達と社会参加に向けた就労支援体系」，協同医書

高橋智編集代表(2007)「インクルージョン時代の障害理解と生涯発達支援」，日本文化科学社

文部省(1995)「作業学習の手引き(改訂版）」，東洋館出版社

松石豊治郎ら編(2006)「医療的ケア研修テキスト」，クリエイツかもがわ

坂本洋一(2006)「図説 よくわかる障害者自立支援法」，中央法規

上岡一世著(2006)「指導年齢がわかる 自立と社会参加を実現する個別の指導プログラム」，明治図書

本郷一夫編著(2006)「保育の場における『気になる』子どもの理解と対応」，ブレーン出版

諸富祥彦監修(2005)「教室で 保健室で 相談室で すぐに使える！とじ込み式自己表現ワークシート」，図書文化

ストレスマネジメント教育実践研究会編(2003)「ストレスマネジメント フォキッズ 小学生用」，東山書房

上野一彦ら著(2006)「特別支援教育 実践ソーシャルスキルトレーニング」，明治図書

井澤信三ら編著(2007)「ちゃんと人とつきあいたい～発達障害や人間関係に悩む人のソーシャルスキルトレーニング」，山海堂

本田恵子著(2007)「キレやすい子へのソーシャルスキル教育，教室でできるワーク集と実践例」，ほんの森出版

北沢杏子著(2005)「知的障害をもつ子どもの性教育・性の悩み Q&A」，アーニ出版

竹田契一監修(2005)「実践インリアル・アプローチ事例集」，日本文化科学社

坂口かおり著(2006)「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」，ジアース教育新社

坂口かおり著(2006)「コミュニケーション支援の世界 発達とインリアルの視点を取り入れて」，ジアース教育新社

【岩手県立総合教育センター】
前川岳詩(2005，2006)「将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関わる研究」

http://www1.iwate-ed.jp/kenkyu/siryou/h18/h18_15b5.pdf

佐藤修子(2006，2007)「知的障害のある児童生徒が在籍する特別支援学校における組織的、系統的なキャリア教育の

在り方に関する研究」 http://www1.iwate-ed.jp/kenkyu/siryou/h19/h19_18b4-01.pdf

引用・参考文献



～知的障害のある児童生徒が在籍する特別支援学校のためのキャリア教育推進ガイドブック～

「特別支援学校（知的）キャリア教育推進ガイドブック」

実 践 ・ 資 料 編

問い合わせ：岩手県立総合教育センター

特 別 支 援 教 育 室

電 話：０１９８－２７－２８２１（直通）

平成20年３月25日




